
令和８年度第１回島根県幼児教育推進協議会 

議事次第 

 

 

１ 日時 令和８年７月１０日（金）10：00～12：00 

 

２ 会場 サンラポーむらくも ２階 八雲の間 

 

３ 議題 

（１）県幼児教育センターの施策説明 

①令和８年度 島根県幼児教育センターの体制について 

    ②令和８年度 島根県幼児教育センターの事業について 

      ・事業概要 

      ・幼小連携・接続アドバイザーの取組について 

      ・幼児教育コーディネーターの取組について 

      ・令和８年度 幼児教育センター主催研修について 

③幼児教育に係る国の動向について 

     ④その他 

 （２）県幼児教育センターの取組について協議 

 

 

４ 配付資料 

 資料１ 島根県幼児教育推進協議会開催要領（委員名簿） 

 資料２ 会議の公開の取扱いについて 

資料３ 令和８年度 島根県幼児教育センターの体制について 

資料４ 令和８年度 幼児教育総合推進事業について 

資料５ 幼小連携・接続アドバイザーの取組について 

資料６ 幼児教育コーディネーターの取組について 

資料７ 幼児教育センター主催研修の概要について 

資料８ 幼児教育に係る国の動向について 

資料９ 子ども・子育て支援課より 

 

 



１．委員

氏名 所属・職名 出欠

小山　優子 公立大学法人島根県立大学人間文化学部　教授 出

武田　優美子
島根県国公立幼稚園・こども園長会　会長
（松江市立しんじ幼保園　園長）

出

西谷　正文
島根県私立幼稚園連合会　理事長
（学校法人光幼稚園認定こども園光幼保園　園長）

出

川上　雅文 荒茅保育園　園長 出

相山　慈 認定こども園あさりこども園　統括園長 出

塩満　恭子 認定こども園神田保育園　園長 出

黒﨑　美明
島根県幼児教育研究会会長
（出雲市立今市幼稚園　園長）

出

石橋　裕子
島根県小学校長会
（松江市立宍道小学校）

出

山﨑　哲也 島根県幼稚園・こども園PTA連合会　会長 欠

金森　典子 松江市こども子育て部こども政策課　保育指導官 出

重田　幸 大田市健康福祉部こども政策課　副主幹 出

八束　政義 島根県教育庁特別支援教育課　課長 出

２．事務局

氏名

神谷　祥久

登城　智宏

伊藤　広志

笹原　由乃

難波　真章

野津　明久

石飛　佳子

永島　千津子

古川　諒一

中尾　由紀

高橋　ひとみ

渡邊　紀子

令和８年度第１回島根県幼児教育推進協議会　出席者名簿

所属・職名

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　室長

島根県教育庁　教育次長

島根県教育庁学校教育課　課長

島根県健康福祉部子ども・子育て支援課　課長補佐

島根県健康福祉部子ども・子育て支援課　係長

島根県健康福祉部子ども・子育て支援課　主任

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　企画幹

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　指導主事

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　幼小連携・接続アドバイザー

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　幼児教育コーディネーター

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　主任主事

島根県教育庁学校教育課幼児教育推進室　指導主事



島根県幼児教育推進協議会開催要領 

（令和５年５月８日 島根県健康福祉部・島根県教育委員会（島根県幼児教育センター）） 

 

第１ 目的 

本県における円滑な幼小連携・接続の推進及び幼児教育の質の向上を図るため、しま

ねの架け橋期の教育ガイド（以下「ガイド」という。）に基づく各種施策の推進状況等

について、学識経験者や市町村・市町村教育委員会、幼児教育施設の関係者等との意見

交換を行うため、島根県幼児教育推進協議会（以下「推進協議会」という。）を開催す

る。 

 

第２ 議題 

推進協議会の議題は、次のとおりとする。 

１ ガイドに係る次の事項 

⑴ ガイドに掲げた施策の推進状況 

⑵ 各種施策の課題と成果及び普及方策 

２ その他必要と認められる事項 

 

第３ 構成 

１ 推進協議会は別記に掲げる者をもって構成する。 

２ 構成員は島根県幼児教育センターが選定する。 

 

第４ 任期 

  １ 委員等の任期は、令和 11年３月 31 日までとする。 

２ １に掲げる期間後の委員の任期は３年として、再任されることができる。 

 

第５ 運営 

１ 推進協議会は、必要に応じて島根県幼児教育センターが招集し主催する。 

２ 推進協議会に座長、副座長を置く。座長、副座長は委員の互選により選出する。 

３ 座長は、推進協議会の議事進行を務める。 

４ 副座長は、座長が不在等の場合に、座長の職務を代行する。 

５ 島根県幼児教育センターが特に必要があると認めるときは、構成員以外の者に推

進協議会への出席を求め、その意見を聞くことができる。 

６ 推進協議会は公開とする。 

 

第６ その他 

１ 推進協議会の事務は、島根県幼児教育センターにおいて行う。 

２ この要領に定めるもののほか、推進協議会の運営に関し必要な事項は、島根県幼児教育
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センターが別に定める。 

附則 

この要領は、決定の日から施行する。 

この要領は、令和７年４月１日から施行する。 

この要領は、令和８年４月１日から施行する。 

 

別記（第３関係） 

第３の１に掲げる者は次の者とする。 

１ 幼児教育機関・小学校・特別支援学校関係者 

２ ＰＴＡ関係者 

３ 学識経験者 

４ 行政関係者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



会議の公開の取扱いについて 
 

 

１ 会議の公開について 

会議は、原則として公開する。ただし、非公開情報等を使用して議事を運営

する場合等、座長が非公開が適当と認める場合には、非公開とすることができ

る。 

 

２ 会議資料の公開について 

  会議資料は原則として公開する。ただし、座長が非公開が適当であると認め

る場合には、その一部又は全部を非公開とすることができる。 

 

３ 会議の傍聴について 

（１）会議を傍聴しようとする者は、個人又は団体（報道関係機関を含む）を問

わず、指定する期日までに島根県幼児教育センターに申し込むこととする。 

（２）傍聴の受付は先着順で行い、定員になり次第受付を終了する。 

 

４ 議事概要の公開について 

  座長は会議の議事概要を作成し、これを公開するものとする。 
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 幼小連携・接続アドバイザーの取組について 

 

幼小連携・接続の推進に関して、「学びをつなぐ」という視点を大切に、市町村と相談、協力しながら研修等を

実施している。研修については、市町村が計画する集合研修だけではなく、小・中学校区の研修や幼児教育施

設、小学校における研修にも関わる。 

 

１ 令和８年度の取組 

 

 

 

 

 

・市町村の状況は様々であり、これまで以上に事前の状況把握や打ち合わせを丁寧に行うことを大切にする。 

・実践への具体的なイメージが持てるように、また接続が実感できるように支援していく。 

（１）実施 

〇年間指導計画やスタートカリキュラムの見直し 

  ・活動や学習の見直し ・「経験」の重点化と、それに関わる配慮事項の位置付け 

  ・幼児教育の視点や取組を生かしたスタートカリキュラム 

〇保育・授業実践を通した研修 

  ・保育や授業の計画、実践・・・計画段階から関わる。カリキュラムに記載される「経験のプロセス」を子どもた

ちにどのように保障していくのか、環境構成や教材、展開等を考える。 

  ・カリキュラム（経験、配慮など）を基に、視点を決め、相互参観。子どもの姿からの協議。 

  ・幼児教育 CO や指導主事の専門性を生かし、スタッフ内や他課と連携して保育や授業に関わる。 

 〇好事例の紹介 

 〇交流活動の見直し（大切にする経験・相互のねらい、配慮事項等） 

（2）検証    

 〇保育・授業参観により、子どもの姿から振り返り、確認する。 

 〇保育・授業実践の記録（ドキュメンテーション、たより等）を基に伝え合う。 

 〇カリキュラムチェックシート等の活用 

 〇カリキュラムの見直し（経験のプロセス、配慮事項） 

 

２ 令和８年度の近況（４月～６月） 

「幼小連携・接続の必要性とカリキュラム開発」を中心に市町村の実態と要望に合わせて研修を行った。 

〇幼小連携・接続研修実施件数（７件・６市町） 

 ４月３０日（木）大田市管理職研修          ５月１２日（火）益田市幼小連絡協議会研修会 

 ５月２２日（金）美郷町研修（邑智小保小連絡会） 

 ６月１日（月）吉賀町幼小連携架け橋プログラム合同研修（柿木小授業参観あり） 

 ６月２日（火）江津市幼小管理職会議        ６月５日（金）美郷町研修（大和小保小連絡会） 

 ６月１１日（木）安来市幼小連携推進研修会 

 

３ その他 

カリキュラム開発途中である市町村への支援の継続と、直接関わりがなかった市町村の状況把握と関係作り

を行う。 

第 3 フェーズ 架け橋期のカリキュラム 「実施・検証」 

・架け橋期のカリキュラムが完成、またはできつつある。完成して終わりではなく、次のステップとして学び

をつなぐためにカリキュラムを踏まえた実践へつないでいく。 

・実践を振り返り、子どもの姿からカリキュラムを見直していく。 
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幼児教育コーディネーターの取組について  

 

【 市町村主催の集合研修、幼児教育施設ごとの研修 】 

 ～ 7/1 現在の実施状況、実施予定状況 ～ 

   要請件数：6 件 

   テーマは、   *子ども理解     *環境の構成     *人権教育     *食育  など 

 

   ◎それぞれのテーマに合わせて幼児教育アドバイザーや市町村担当者と実態を踏まえて事前に 

研修内容を検討し、参加者の「知りたい！」につながるような研修をめざす。 

 

◎子ども理解や人権教育の研修ではこども家庭庁や文部科学省からのガイドラインに触れるなど、 

国の動向を知る機会となるよう工夫したり、他の内容でも教育要領、保育指針、しまねの架け橋期

の教育ガイド等と関連づけながら、幼児教育の基本を意識できる機会となるよう工夫する。 

 

   ◎できるだけ演習の機会をつくり、参加者が心を動かし、感じたことや考えたことを伝え合い、新たな発

見が生まれるようにする。また、写真や動画を通して、保育をイメージしながら「子どもってすごい！」

「保育はおもしろい！」と感じ、明日の保育に意欲がもてるような研修を工夫する。 

 

 

【 園内研修、公開保育等、訪問指導の同行支援 】 

 ～ 7/1 現在の実施状況、実施予定状況 ～ 

   要請件数： 公開保育 9 件  園内研修 7 件 

 

   ◎園内研修では、具体的に困っていることから園として学んでいきたいことなど、要望に合わせて幼児

教育アドバイザー等と指導内容を考え、安心して相談し、モチベーションが上がるような訪問のあり

方を検討する。 

 

   ◎保育内容に合わせて、資料を提示しながら支援する。 

（水遊び、どろんこ遊び、秋の自然物の遊び、造形遊び、運動遊び、表現遊び、異年齢保育など） 

 

   ◎保育者の声を聞く、思いを知ることからはじめ、保育内容に合わせて幼児教育のポイントをアドバイス

するとともに、幼児教育アドバイザーと今後の支援などについて共有し、継続した支援につながるよう

にする。 

 

   ◎園の実態を把握する中で、保育を支える園のマネジメントの支援も意識して行う。 

 

   ◎公開保育についてはできるだけ事前訪問や聞き取りを実施して思いを聞き、事後も様子を聞くなど

その日だけではない、やりっぱなしにならない研修のあり方を検討する。 
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【 市町村（担当者、幼児教育アドバイザー）へのヒアリングによる状況把握、情報交換  】 

 ～ 7/1 現在の実施状況、実施予定状況 ～ 

   ＊市町村の研修計画や、研究会等の情報提供あり   ⇒   県からも参加 

   ＊昨年度までのつながりから声がかけやすく、少しずつヒアリング訪問を始めている。 

   ＊今後も、幼児教育アドバイザーを中心に市町村担当者と繰り返し顔を合わせてヒアリングをする中で

対話を重視し、気軽に話し合える関係をめざして情報交換し、それぞれの市町村に合った幼児教育

推進の取組のポイント、方法についての検討、実施をめざす。 

 

 

【 幼児教育アドバイザー不在の市町村への支援  】 

 

 ◎それぞれの市町村の状況、担当者の思い、園の思いなどをさぐりながら、研修の実態（保育研究会など

の取組、法人の取組など）を把握した上で、市町村担当者と相談して支援のあり方を検討する。 

 

 

【 その他 】 

 

 ☆様々な団体等の研究会などに関わらせていただく中で、県下の幼児教育推進の動きを把握し、 

情報を共有したり研鑽を深めたりする。 

 

・島根県私立幼稚園教育研修会 

・中国地区国公立幼稚園・こども園連盟教育研究大会 

・島根県保育研究大会 

 

 

 

 

★事前事後、振り返りの話し合い等を大切にして、継続した支援をめざしていきたい。 

★幼小連携・接続の取組や県幼児教育センター主催研修と関連づけながら質の向上に向けて 

取り組んでいきたい。 

 



幼児教育センター主催研修の概要 

 

（１）  管理職研修（幼児教育施設） 

乳幼児期における「性と生」を、生命の尊厳と安全の観点から学び、管理職に求めら

れる組織マネジメント、人材育成、環境づくりなどの資質・能力を高める。 

〇期日  令和８年６月９日（火） １３：３０～１６：００ 

〇会場  オンライン（教育委員室） 

〇内容  講演「乳幼児期から学ぶ性と生」～日々の保育にやさしい性教育の視点を～ 

   講師 しまね性暴力被害者支援センターさひめ 支援員 藤田優子 氏  

                             ※ 1６９名受講 

 

（２）  中堅研修（幼児教育施設） 

乳幼児期における「性と生」を、生命の尊厳と安全の観点から学び、ミドルリーダー

として実践するうえでの資質・能力の育成を図る。 

〇期日  令和８年６月２５日（木） １３：３０～１６：００ 

〇会場  オンライン（教育委員室） 

〇内容  講演「乳幼児期から学ぶ性と生」～日々の保育にやさしい性教育の視点を～ 

   講師 しまね性暴力被害者支援センターさひめ 支援員 藤田優子 氏  

                             ※ 1０６名受講 

 

（３）  幼児教育推進研修 

     別紙のとおり 

 

（４）  保育教諭・幼稚園教諭・保育士合同研修 

    遊びをとおした学びを育む環境構成の在り方等についての理解を深め、実践的指導力

を高める 

〇期日  令和８年１０月３０日（金） １３：００～１６：００ 

〇会場  オンライン 

〇内容  講演（西ノ島町立みた保育園 園長 北原慎也 氏） 

 

（５）  市町村幼児教育アドバイザー合同研修 

 県内各市町村 １８名（奥出雲、飯南、川本、邑南、隠岐の島、海士、知夫 を除く）  

及び 行政等関係者 

①  第１回 

〇期日 令和８年６月１９日（金） １３：３０～１６：００ 

〇会場 オンライン（教育委員室） 

〇内容 行政説明・情報交換 

②  第２回 

〇期日 令和８年９月４日（金） １３：３０～１６：００ 

〇会場 オンライン（教育委員室） 

〇内容 行政説明・情報交換 

③  第３回 

〇期日 令和８年１１月２０日（金） 

〇会場 大田市 大森さくら保育園 他 

〇内容 公開保育参観・グループ協議 

④  第４回 

〇期日 令和８年１２月１８日（金） 

〇会場 附属幼稚園 

〇内容 講義・演習 

資料７−１ 
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保育士等の働きやすい職場づくりセミナー 
 

保育業界は慢性的な保育士不足が課題となっています。県で行っている「保育士確保等実態調査」結果では、回
答いただいた保育所等のうち約 6〜7 割が保育人材について「非常に確保しにくい」、「確保しにくい」と回答して
います。一層の「働き方改革」に取り組んでいただき、保育士が働きやすい環境を向上していただくことで、保育
士の離職防止や、潜在保育士の復帰が期待されるところです。第Ⅰ部では、働き方改革の必要性、実施ポイントな
どについて専門家より解説させていただきます。 

また、令和７年 10 月の児童福祉法改正の施行及び令和 8 年 12 月のこども性暴力防止法施行をふまえ、第Ⅱ部で
は、これからの保育現場で求められる「こどもの安心・安全」について、島根県立大学人間文化学部保育教育学科
の藤原教授に講演いただきます。 

 

     

令和８年８月 7 日（金）13:30〜15:30 ※受付 13:00〜 
パレット江津 「会議研修室１」（江津市江津町 1518-1） 

       

   保育士の働き方改革 
~ICT・DX 導入による時間外削減・合理化等~ 

講師 森脇 建二 氏 （一社）島根県経営者協会専務理事 

（特定社会保険労務士、中小企業診断士） 
 

    保育所等におけるこどもの安心・安全を考える 
~今、事業者に求められること~ 

講師 藤原 映久 氏 島根県立大学 人間文化学部 保育教育学科 教授 

 

  

 

 

 

 

（一社）島根県経営者協会 行          申込期限︓令和 8 年 7 月 31 日     
事業所名  

所在地 〒    － 

ＴＥＬ  申込担当者名  

参加者名  役職  

＜FAX＞ 0852-26-7651        ※お預かりした個人情報につきましては、関係法令を順守し適正に管理いたします 

（一社）島根県経営者協会 （担当︓齋藤、福間） 〒690-0886 松江市母衣町 55-4   
（電話） 0852-21-4925 （メール） info@shimanekeikyo.com 

≪開催日時・会場≫ 

島根県委託事業 

○ 保育所等(※) 設置法人の理事長、保育所等の施設長、事務長等の管理職 

○ 保育所等に勤務する保育士や保育教諭 

対象者 

定定員員３３００名名（（先先着着順順））  

申込書 

お問い合わせ・お申し込み先 

内 容 

※ 保育所等（対象施設等） 
保育所、認定こども園、小規模保育事業、事業所内保育事業、認可外保育施設 

第Ⅰ部 講演 

第Ⅱ部 講演 

（要事前申込） 

参参加加  

無無料料  

mailto:info@shimanekeikyo.com

